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1111．未来ファンドおうみ．未来ファンドおうみ．未来ファンドおうみ．未来ファンドおうみにににについてついてついてついて    

 

淡海ネットワークセンターは、1997 年の設立以来、地域の個性や魅力を高め、暮らしをより

良くするための NPO・市民活動団体等による自主的な活動を支援してきました。その一環とし

て 2002 年度に「おうみＮＰＯ活動基金」を設立し、2011 年 4 月の公益財団法人への移行を契

機に、その基金の趣旨を引き継ぎながら、さらに幅広い助成や充実した支援につなげるため

に「未来ファンドおうみ」を創設しました。これまでにおこなった助成は、293 事業、のべ総額 1

億 4 千 5 百万円にのぼります。 

 

「未来ファンドおうみ」は、“地域のために何かしたい”という想いを寄付としてお受けし、その

想いを基金という形にし、その基金をもとに地域の課題解決に取り組むＮＰＯや市民活動団体

の活動を支援しています。 

 

 

 

 

 資金助成（お金による支援） 

 助成金で支援します。 

 事業サポート（多面的な支援） 

 当センターが実施する講座への案内 

 他団体の活動紹介などの情報提供 

 事業の実施、広報、組織運営、会計などの相談 （無料） 
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2222．．．．2023202320232023 年度採択事業と各基金の特徴年度採択事業と各基金の特徴年度採択事業と各基金の特徴年度採択事業と各基金の特徴    

(1) 2023 年度採択事業一覧 

基金名 団体名 事業名 助成額 

びわこ市民活動

応援基金（地域

活性化事業） 

ぼてじゃこトラスト 

活動を通して大人会員から色々学び、未来

のリーダーを育もう！ 

200,000 

ういんどあんさんぶる樂楽 

音楽の力でマルシェを盛り上げ、地域を活

性化！ 

259,000 

「街かどアート展」実行 

委員会 

「街かどアート展」～みんなの光～ 300,000 

特定非営利活動法人  

米原市多文化共生協会 

悩みを話して共有する場の提供 エスパッ

ソ アルコ イリス 米原 

100,000 

びわ湖の日 

基金 

海をつくる会  琵琶湖湖底再生プロジェクト 300,000 

山門水源の森を次の世代

に引き継ぐ会 

奥びわ湖・山門水源の森での各種研修・観

察会実施とテキスト作成 

160,000 

神田山を守り育てる会 

里山神田山をみんなの力で魅力ある地域

資源として守り育てる事業 

300,000 

積水化成品 

基金 

特定非営利活動法人  

甲賀の環境・里山元気会 

皆んなで作ろう！元気な里山・豊かな里山 200,000 

笑顔あふれる 

コープしが基金 

ぱらでいろ 

トワイライトぱらでいろ－夜間の子ども食堂

と学習支援等の取り組み 

100,000 

いちあわあ まなびからつながる堅田の居場所 100,000 

東近江国際交流協会 

のとがわ にほんご きょうしつ 立ち上げと

運営 

100,000 

ナカザワ NEO

フレンドシップ

基金 

NPO 法人  

コレジオ・サンタナ 

国際交流子ども絵画展 ART で知ろう繋が

ろう！ブラジルと日本 

100,000 

げんさん食育

NPO 基金 

特定非営利活動法人

NPO 子どもネットワークセ

ンター天気村 

食育から共育ちでつくる「じょうぶな頭とかし

こい身体」 

100,000 

特定非営利活動法人 

あめんど 

僕らが主役の課外活動「やる気を育む料理

教室」 

100,000 

特定非営利活動法人 滋

賀自閉症研究会たんぽぽ 

自閉症児が楽しく参加できる料理教室（作

業所での体験学習） 

100,000 

湖国文学活動

応援むらさき 

基金 

鳰の会 

日野俳句を次世代に伝え、日野の活性化

につなげたい 

100,000 

風のかけたる 

聞き書きでつなぐ山中町の過去・現在・未

来 

100,000 
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びわ湖源流の

木遣い応援 

もえぎ基金 

一般社団法人 

このゆびとまれ 

薪づくりで障がい者も共に暮らせる社会を

つくる 

100,000 

東近江市あらゆる場面で

木を使う推進協議会 

100 年の森づくりビジョン びわ湖源流の森

あらゆる場面で木を使うプロジェクト 

300,000 

 

(2) 各基金の特徴 

    

びわこ市民活動応援基金びわこ市民活動応援基金びわこ市民活動応援基金びわこ市民活動応援基金    

株式会社関西みらい銀行（旧株式会社びわこ銀行）と社員の皆さまからの寄付金により 2010 年に

設立されました。 

地域活性化事業 : 多くの人々に恩恵をもたらすような「公益性の高い事業」、あるいは地域のニー

ズに基づいた「地域の活性化につながる事業」に助成します。 

先駆的事業    ： 地域社会の課題解決のための「より独創的・先駆的な事業」、あるいはそのよ

うな事業の実施を目的とした「組織力の強化のための事業」に助成します。 

 

びわ湖の日基金びわ湖の日基金びわ湖の日基金びわ湖の日基金    

びわ湖の日 30 周年を記念して 2011 年に設立されました。琵琶湖と琵琶湖につながる河川や森林

などの保全に関わる実践活動や調査活動などで、今後も継続することが期待できる取り組みに助

成します。 

 

積水化成品基金積水化成品基金積水化成品基金積水化成品基金    

河川、森林や琵琶湖の生物多様性保全活動の支援を目的に、積水化成品工業株式会社からの

寄付により 2012 年に設立されました。市民による環境保全活動の充実をめざし、年間をとおして継

続的におこなわれる活動に助成します。あわせて、積水化成品グループ社員も社会貢献活動とし

てボランティア参加できる活動を対象とします。 

 

笑顔あふれるコープしが基金笑顔あふれるコープしが基金笑顔あふれるコープしが基金笑顔あふれるコープしが基金    

生活協同組合コープしがの創立 20 周年を記念して 2013 年に設立されました。「今を生きる私たち

が、未来にも笑顔があるくらしを残せるように、できることを一緒にすすめていきましょう」という想い

の実現をめざす活動を支援することを目的としています。地域の高齢者の居場所づくりや見守り活

動、子育てや食育など、身近な問題への取り組みによって、私たちのよりよい暮らしに繋がる活動

に助成します。 

 

ナカザワＮＥＯフレンドシップ基金ナカザワＮＥＯフレンドシップ基金ナカザワＮＥＯフレンドシップ基金ナカザワＮＥＯフレンドシップ基金    

株式会社ナカザワのアジア（ベトナム・中国・カンボジア）への海外店舗オープンを記念して、2014

年に設立されました。多文化共生の地域づくりを目指した、「子ども・教育」、「日本語学習支援」、

「意識啓発・地域コミュニティづくり」などの活動に助成します。 

 

げんさん食育ＮＰＯ基金げんさん食育ＮＰＯ基金げんさん食育ＮＰＯ基金げんさん食育ＮＰＯ基金    

元三フード株式会社の創業 110 周年を記念して、2015 年に設立されました。障がいのある子ども

や若者が健やかに成長していくことを、食育などを通じて地域とともに応援していく活動に助成しま

す。 

 

湖国文学活動応援むらさき基金湖国文学活動応援むらさき基金湖国文学活動応援むらさき基金湖国文学活動応援むらさき基金    

紫式部の大著「源氏物語」の研究と語り部活動にたずさわってこられた発案者のご家族からの寄付

を受けて 2015 年に設立されました。文学を介してこころ豊かな地域づくりを目指している、「湖国に

因む文学に関わる活動」や「湖国に根ざす文学的な活動」に助成します。 
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びわ湖源流の木遣い応援もえぎ基金びわ湖源流の木遣い応援もえぎ基金びわ湖源流の木遣い応援もえぎ基金びわ湖源流の木遣い応援もえぎ基金        

発案者が「近くの山の木で家をつくる運動」に関わってきたことに由来し、「湖国文学活動応援むら

さき基金」の対となる基金として 2017 年に設立されました。びわ湖源流の森の木を主な対象にした

「新しい産物や製品の創出」、「木を使う仕組みづくり」、「木を使う大事さの啓発」、「地元の木を活

かした特色ある家づくり」、「地元の木の新しい活用方法の創案」などの取り組みに助成します。 

    

3333．助成事業の年間スケジュール．助成事業の年間スケジュール．助成事業の年間スケジュール．助成事業の年間スケジュール    

 

2023 年 

4 月 助成期間の始まり 

5 月 概算払い請求手続き（希望団体のみ） →5 月末に振込 

    ★★★★オリエンテーションへの参加（オリエンテーションへの参加（オリエンテーションへの参加（オリエンテーションへの参加（5/145/145/145/14））））    

9 月 中間報告書の提出 

9 月～10 月  ★★★★中間報告・相談会への参加中間報告・相談会への参加中間報告・相談会への参加中間報告・相談会への参加 

2024 年 

1 月  実績報告書の提出実績報告書の提出実績報告書の提出実績報告書の提出 (※12 月までに活動を終えた団体のみ)  

→精算払い請求手続き→2 月末に振込 

3 月 助成期間の終了  

4 月  実績報告書の提出実績報告書の提出実績報告書の提出実績報告書の提出 (※1 月に実績報告していない団体すべて)  

→精算払い請求手続き→5 月末に振込 

4 月末   成果報告書（発表会用資料）の提出 

5 月中旬  ★★★★成果発表会成果発表会成果発表会成果発表会への参加への参加への参加への参加    

 

 

※ ★は、出席必須出席必須出席必須出席必須の行事です。 

※ 年に 1～2 回、現地・現場にお伺いし、活動の様子や進捗状況等についてヒアリングさせ

ていただきます。 
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4444．．．．事業事業事業事業の進め方の進め方の進め方の進め方    

 

(1) 活動予定表の送付について 

助成事業は４月 1 日からスタートとなっています。採択団体の皆さまは４月以降の予定が決

まり次第、事務局に活動予定表（活動の日時や場所など）をご送付ください。（様式自由） 

 

（2） 広報についての約束ごと 

 未来ファンドおうみの助成を受けて実施している事業のチラシ、ポスター、冊子等の印刷物、

または情報誌や報告書などへの寄稿には、必ず「未来ファンドおうみロゴマーク」の表示と、 

未来ファンドおうみから助成を受けている旨の記載をお願いします。 

 

＜ロゴマーク＞ 

 下のロゴマークを使用します。 

 ※ロゴマークデータは、淡海ネットワークセンターのホームページよりダウンロードできます。 

 

 

 

 

＜助成に関する表示例＞ 

 次のように、助成を受けている基金名を記載してください。 

（例） 

●●●●    この事業は、淡海ネットワークセンターの未来ファンドおうみ「○○基金」から助成をこの事業は、淡海ネットワークセンターの未来ファンドおうみ「○○基金」から助成をこの事業は、淡海ネットワークセンターの未来ファンドおうみ「○○基金」から助成をこの事業は、淡海ネットワークセンターの未来ファンドおうみ「○○基金」から助成を    

受けて実施しています。受けて実施しています。受けて実施しています。受けて実施しています。    

●●●●    未来ファンドおうみ「○○基金」助成事業未来ファンドおうみ「○○基金」助成事業未来ファンドおうみ「○○基金」助成事業未来ファンドおうみ「○○基金」助成事業    

 

（3） 事業内容・予算の変更について 

 事業内容や予算を、提出した申請書から大きく変更する場合は、事前に事務局にご相談

のうえ、「変更承認申請書」（所定の様式）をご提出ください。ただし、採択の趣旨とかけ離

れた事業変更はできません。なお、事業実施の際に生じる多少の変更については、変更

申請等は不要ですので、事業の進捗に応じて柔軟にご対応ください。（迷われる場合は、

事務局までお問合せください。） 

 

 悪天候や感染症の影響など、不測の事態によるイベントの中止については、できるだけ

代替日で実施してください。やむを得ず中止となった場合も、事前準備等にかかるやむを

得ない費用については対象経費とします。事務局にご相談ください。 
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（4） 各種様式のダウンロード 

 助成を受けている間に必要な各種様式やロゴデータは、淡海ネットワークセンターのホー

ムページよりダウンロードできます。ただし、タイミングにより、前の年度のままのデータもあ

りますので、必ず当年度用の様式であることを確認してからお使いください。 

 

【ダウンロード先ＵＲＬ】 

https://ohmi-net.com/jyosei/download/  

HOME ＞ 未来ファンドおうみ助成金 ＞ 採択団体様専用ページ 

 

（5） その他留意事項 

 担当者の連絡先・住所等の変更がある場合は、お早めに事務局までご連絡ください。 

 開催するイベント情報やチラシ等を、当センターのホームページやメールマガジ

ンに掲載いたします。掲載希望の方はお気軽にご連絡ください。 

 寄付をいただいた企業や市民の方に、淡海ネットワークセンターから助成事業の内容や

進捗状況について情報を提供しています。助成団体においても、できるだけ多くの人に

事業を知ってもらえるような情報発信に努めてください。 

 助成の趣旨、申請事業にもとづいた活動をおこなってください。事業の遂行ができない場

合、または虚偽の申請であった場合は、助成金を返還していただきます。 

 

5555．助成の対象となる経費．助成の対象となる経費．助成の対象となる経費．助成の対象となる経費についてについてについてについて    

 助成の対象となる経費は、申請事業に直接、必要となる経費です。 

 申請事業と直接関わりのない職員等の人件費、事務所の賃借料や水道光熱費、その他

の維持経費は対象になりません。 

 すべての助成事業の助成割合は 10/10 です。（助成対象経費の 100%を助成） 

 「会計報告書」は、下記の科目を使用して記入してください。 

（採択事業に直接係る経費） 

科目 内容 

旅費交通費 交通費、ガソリン代、駐車料など 

通信運搬費 郵送料、物品の運搬費など 

器具備品費 事業の実施に不可欠と認められる備品の購入代 

消耗品費 事務用品、材料、資材の購入費 

印刷製本費 資料・チラシ・ポスターなどの印刷費・コピー代 

燃料費 機材を動かすための燃料費 

保険料 活動のための保険料 

委託費 専門家などへ委託する費用 

諸謝金 講師・専門家・スタッフへの謝礼金 

使用料・賃借料 会場・設備使用料・機材賃貸料 

教育研修費 事業遂行に関わる研修費・書籍代など 
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 助成の対象となる経費は、2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日までの支出が対象で

す。 

 

 飲食代や菓子代は、原則、助成対象外です。ただし、こども食堂やクッキング活動など、

事業に要する食材は助成対象（消耗品費）となります。 

 

 諸謝金については、活動当日の指導・協力にかかるものが対象となります。打ち合わせ

や報告書作成などの事務にかかる謝金、有給スタッフへの謝金は助成対象外です。 

 

 

６．６．６．６．助成助成助成助成事業事業事業事業終了後の提出書類について終了後の提出書類について終了後の提出書類について終了後の提出書類について    

(1) 助成事業終了後の提出書類 

① 実績報告書（事業報告書＋会計報告書）※所定の様式 

② 領収書またはレシート（コピー可） 

③ 事業に係る広報等の印刷物 

④ 事業の実施状況がわかる写真や資料 

 

(2) 提出期日 

下記①②のいずれかでご提出ください。 

① 2024 年 1月 19 日（金）締切 （※12 月までに活動を終えた団体のみ） 

② 2024 年 4月 16 日（火）締切 

※書類が不備の場合は、点検作業に時間がかかりますので、支払いが遅れることがあります。 

 

(3) 留意事項 

 事業報告書は、実施日、実施内容、スタッフ人数、参加者人数の記入が必要となりますの

で、忘れないように記録しておいてください。また、チラシや活動写真等も添付してくださ

い。 

 「会計報告書」については、領収書またはレシート（コピー可）の添付が必要です。最後に

ご苦労される団体もありますので、活動スタート時点から準備をお願いします。 
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(4) 会計報告書の記入について 

 

 会計報告書は、ｐ.6 に記載の科目を使用してご記入ください。また、金額は、税込みで記

載してください。 

 収入合計と支出合計が同額となっているか確認してください。 

 精算額が申請書の予算額と大きく異なる（と想定される）場合は、予算の「変更申請手続

き」が必要になります。必ず事前に、事務局にご相談ください。また、助成金が余りそうな

ときは必ず年度内に事務局にご相談ください。 

 会計報告書の裏付けとなる領収書は、確認しやすいよう、また重ならないように、科目別

に「領収書添付用紙」（センターのホームページよりダウンロード可）または A4 用紙に貼

って下さい。（科目毎に、科目名と科目合計額をご記入ください。） 

その際、領収書の科目合計額と、会計報告書（精算額）の「申請事業全体」の科目別金

額が一致するようにして下さい。 

（記入例）

科目

申請事業全体

未来ファンドおうみ

助成対象

申請事業全体

未来ファンドおうみ

助成対象

収入の部

　　未来ファンドおうみ助成金 100,000 100,000 100,000 100,000

　　事業収入（参加費等） 30,000 20,000

　　自己資金（会費等） 20,000 20,000

　　その他収入

収入合計 150,000 100,000 140,000 100,000

支出の部　(※）

　　旅費交通費 10,000 5,000 13,000 5,000

　　通信運搬費 10,000 5,000 12,000 5,000

　　印刷製本費 50,000 40,000 40,000 40,000

　　諸謝金 30,000 30,000 30,000 30,000

　　保険料 20,000 20,000 20,000 20,000

　　消耗品費 30,000 0 25,000 0

支出合計 150,000 100,000 140,000 100,000

会計報告書

（2022年4月～2023年3月）

（単位：円）

予算額 予算額 予算額 予算額 精算額精算額精算額精算額

①申請書（予算書）記載の

金額を記入

②本事業で実際に

発生した収入および支出

を科目別に記入

（支出については領収書

を添付）

③ ②のうち、助成対象と

する金額を記入

（合計は助成金確定額と

一致）

①①①① ②②②② ③③③③
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 申請事業の趣旨にそぐわないと判断される場合、あるいは不適切な支出が認められた場

合は、助成金を返還していただくことがあります。 

 

(5) 領収書またはレシートについて 

 事業に係る領収書またはレシート（コピー可）は、購買先から必ず受け取って、保存してく

ださい。 

 日付は、原則、2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日までのものが該当します。 

※ただし、会場使用料や保険料などで前払いが必要な場合は、この限りではありません。

事務局までご相談ください。 

 領収書の宛名は、団体名にしてもらってください。 

 領収書に品目が書かれていない場合は、金額を裏付ける明細書を添付してください。 

 スタッフ等の交通費（旅費交通費）や自宅コピー代（印刷製本費）などについては、以下

をご参照ください。 

 

【交通費フォーマット例】 

・スタッフの交通費については、日付、目的、経路、料金などが書かれた自団体発行の支払証明

や下記のようなフォーマットにて提出いただく形で構いません。 

※受取人の印鑑をお忘れなきようお願いいたします。 

※ガソリン代は 1km あたり 15～20 円を目安に、自団体で決めてください。 

日付 手段 目的 経路 計 受取人 

受領

印 

XXXX/11/3 

公共 

交通 

○○ 

イベント 

京阪（石場～膳所） 170 

バス（○○～○○） 200 

370 ○○ ○○ ㊞ 

XXXX/12/5 車 

○○ 

イベント 

事務所⇒あやめ浜 

10km×15 円/km=150 

150 △△ △△ ㊞ 

 

【自宅コピー代フォーマット例】 

・自宅等でのコピー代については、チラシ名、コピー枚数などが書かれた以下のようなフォーマッ

トにて提出いただく形でも構いません。 

※受取人の印鑑をお忘れなきようお願いいたします。 

※コピー代は 1 枚 5～10 円を目安とし、自団体で決めてください。 

日付 目的 枚数 計 受取人 

受領

印 

XXXX /11/1 ○○イベントのチラシ 100 ¥1,000 ○○ ○○ ㊞ 

 

    



   

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

【【【【お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先】】】】    

淡海ネットワークセンター（公益財団法人 淡海文化振興財団） 

担当 ： 佐藤 原田 

〒520-0801 大津市におの浜 1-1-20 ピアザ淡海 2Ｆ 

TEL： 077-524-8440  FAX： 077-524-8442 

Email： office@ohmi-net.com 


